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■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

　

中
建
国
保
・
労
災
・

共
済
の
情
報
は
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ

ホ
に
も
対
応
）
で
も
見

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

将
来
の
後
継
者
へ
向
け
て

将
来
の
後
継
者
へ
向
け
て

　

建
設
山
口
青
年
部
は
、

1
月
25
日
、
次
世
代
対
策

交
流
会
を
建
設
山
口
本
部

会
館
に
て
基
本
組
合
・
Ｏ

Ｂ
９
人
、
青
年
部
16
人
、

計
25
人
の
参
加
者
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
後
継
者

の
育
成
問
題
や
次
世
代
対

策
問
題
に
つ
い
て
、
基
本

組
合
の
役
員
と
青
年
部
が

意
見
を
交
換
す
る
場
と
し

て
、
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

会
議
は
、
荒
木
執
行
委

員
長
の
「
私
も
以
前
は
青

年
部
だ
っ
た
。
今
思
う
と
、

当
時
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
に

思
う
。
委
員
長
に
な
っ
た

　

建
設
山
口
が
山
口
県

の
認
可
を
受
け
て
設
置

し
て
い
る
「
山
口
建
設

高
等
職
業
訓
練
校
」
で

は
、「
木
造
建
築
科
」

の
令
和
８
年
度
の
訓
練

生
を
募
集
中
で
す
。

　

組
合
の
運
営
す
る
訓

練
校
の
詳
細
は
次
の
通

り
で
す
。

◆
訓
練
期
間
／
２
年
間

◆
訓
練
日
程
／
月
４
～

５
回
（
令
和
８
年
度
入

学
生
は
毎
週
木
曜
日
）

◆
募
集
対
象
／
建
設

（
大
工
）
を
職
業
と
し

て
働
い
て
い
る
方
で
、

た
は
本
人
が
「
一
人
親

方
等
の
特
別
加
入
」
の

労
災
保
険
加
入
者
。

◆
訓
練
科
目
／
建
築
概

論
、
建
築
生
産
概
論
、

建
築
計
画
、
建
築
構
造
、

工
作
法
、
規
矩
術
、
施

工
法
、
安
全
衛
生
、
測

量
、
法
規
、
仕
様
及
び

積
算
、
建
築
製
図
、
基

本
実
技
な
ど

◆
特
典　

①
２
年
間
の

訓
練
を
修
了
し
、
技
能

照
査
に
合
格
し
た
者
は
、

２
級
技
能
検
定
（
建
築

大
工
）
の
学
科
試
験
の

免
除
②
２
級
お
よ
び
木

造
建
築
士
受
験
の
実
務

経
験
短
縮
（
高
卒
の
場

合
）
③
授
業
料
、
教
科

書
、
教
材
費
無
料
④
交

通
費
の
一
部
、
昼
食
支

給
（
組
合
員
が
対
象
）

◆
定
員
／
８
名

◆
締
め
切
り
／
３
月
13

日◆
申
し
込
み
／
建
設
山

口
本
部
ま
た
は
、
各
支

部
に
入
校
申
込
書
が
あ

り
ま
す
。

　

資
格
習
得
や
技
能
習

得
を
目
指
す
若
い
大
工

さ
ん
、
入
校
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

技
能
習
得
に
意
欲
の
あ

る
方
。
将
来
、
２
級
建

築
士
、
木
造
建
築
士
、

技
能
士
の
資
格
を
目
指

さ
れ
る
方
。
男
女
は
問

い
ま
せ
ん
。
原
則
と
し

て
、
40
歳
未
満
の
方
で
、

雇
用
保
険
被
保
険
者
ま

か
ら
に
は
支
援
・
協
力
を

し
て
い
き
た
い
。」
と
い
う

挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
参
加
人
数

も
増
え
、
全
体
で
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
２
班

に
分
か
れ
て
分
散
会
方
式

を
取
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
１
人
１
人
の
発
言
の
機

会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

青
年
部
Ｏ
Ｂ
か
ら
は
、「
次

世
代
・
Ｏ
Ｂ
と
い
う
考
え

方
が
あ
る
だ
け
で
自
分
た

ち
が
青
年
部
と
基
本
組
合

の
窓
口
に
な
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
意
識
改
革
か
ら

組
合
を
良
く
し
て
い
き
た

い
。」
と
発
言
が
あ
り
、

基
本
組
合
・
Ｏ
Ｂ
か
ら
の

後
押
し
を
受
け
、
青
年
部

活
動
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ

る
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

◇
◇
◇　

◇
◇
◇

　

同
日
午
後
、
各
支
部
青

年
部
の
親
睦
を
は
か
る
た

め
、
県
内
交
流
集
会
を
山

口
市
の
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
王

国
ス
ポ
ル
ト
小
郡
」
に
て
、

13
支
部
25
人
の
参
加
者
で

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
交

　【
長
門
・
河
野
雅
次
（
大

工
・
65
）】
昨
年
12
月
18
日
、

山
口
市
の
維
新
百
年
記
念

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
は
、
毎
年
、

主
催
者
側
か
ら
の
要
請
で
、

大
工
の
職
業
の
魅
力
を
伝

え
る
ブ
ー
ス
へ
の
出
展
を

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

私
（
河
野
雅
次
）
と
美
祢

支
部
の
町
田
夕
貴
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
「
大
工
」
の
や
り
が
い

や
楽
し
さ
、
魅
力
な
ど
私

の
経
験
談
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
将
来
の
後
継
者
と
な

る
参
加
し
て
く
れ
た
学
生

に
伝
え
ま
し
た
。
熱
心
に

話
を
聞
い
て
く
れ
て
い
る

様
子
か
ら
学
生
た
ち
の
真

剣
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

少
し
で
も
多
く
の
学
生

が
こ
の
建
築
の
世
界
に
進

ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
思
い

ま
し
た
。

公
園
内
「
維

新
大
晃
ア

リ
ー
ナ
」
を

会
場
に
「
２ 

０
２
６
県
内

進
学
・
仕
事

魅
力
発
信

フ
ェ
ア
ｉ
ｎ

や
ま
ぐ
ち
」

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ

ア
は
、
高
校

生
に
県
内
の

大
学
や
専
門
学
校
、
さ
ら

に
は
仕
事
や
企
業
の
魅
力

を
伝
え
、
県
内
進
学
・
県

内
就
職
を
通
じ
た
地
域
産

業
を
支
え
る
人
材
の
育
成

及
び
地
域
の
活
性
化
を
担

う
若
者
の
県
内
定
着
の
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
県

内
17
の
高
校
か
ら
約

１
９
０
０
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
１
４
０
の

ブ
ー
ス
が
建
ち
並
び
、
学

校
や
企
業
の
情
報
を
一
度

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ

流
集
会
は
、
こ
れ
か
ら
組

合
加
入
を
考
え
て
い
る
青

年
層
も
参
加
で
き
る
、
仲

間
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ

活
動
を
さ
ら
に
前
進

活
動
を
さ
ら
に
前
進

基
本
組
合
・

基
本
組
合
・
OBOB
も
後
押
し

も
後
押
し

う
に
プ
レ
イ
し
ま
し
た
。

　

プ
レ
イ
前
に
選
定
さ
れ

た
順
位
に
よ
っ
て
選
ば
れ

た
４
人
が
、
く
じ
引
き
に

参
加
で
き
る
方
式
で
特
賞

獲
得
者
を
決
定
。
一
斉
に

く
じ
を
開
封
し
、
会
場
は

大
盛
況
。
結
果
は
平
川
幸

弘
さ
ん
（
長
門
・
44
）
が

18
Ｖ
イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ

バ
ー
（
マ
キ
タ
20
周
年
限

定
モ
デ
ル
）
を
、
北
乘
誠

さ
ん
（
吉
南
・
40
）、
西

林
祐
哉
さ
ん
（
下
松
・
39
）、

岡
村
祐
樹
さ
ん
（
美
祢
・

44
）
が
ハ
ン
デ
ィ
ク
リ
ー

ナ
ー
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
「
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
」

事
を
最
重
点
と
し
、
運
と

実
力
が
試
さ
れ
た
県
内
交

流
集
会
で
今
年
一
年
の
青

年
部
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

と
を
目
的
と

し
た
恒
例
行

事
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

久
保
組
織

部
長
に
よ
る

始
球
式
が
行

わ
れ
た
後
、

ゲ
ー
ム
ス
タ
ー

ト
。
ス
ト
ラ

イ
ク
あ
り
、ガ

タ
ー
あ
り
と
、

仲
間
と
親
睦

を
深
め
な
が

ら
、
楽
し
そ説明する河野さん（左）と町田さん

授業風景

平川さん（長門）が特賞を獲得

２班に分かれて意見交流

青年部

次世代交流会
＆

県内交流集会

〈令和８年度〉

山口建設高等職業訓練校
訓練生訓練生をを募集募集

大
工
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

　皆さんに毎月納めていただ
く保険料は、皆さんが病気や
けがをしたときの医療費や、
償還金・傷病手当金・出産育
児一時金・葬祭費など保険給
付の費用、また組合員と家族

の健康管理と健康の保持増進
をすすめるための健康診断な
ど、様々な保険事業にあてる
大切な財源です。
　保険料はみんなで負担する
ものですから、保険料の納入

が遅れる方がいると、中建国
保の財政運営に大きく影響し
ます。
　保険料はきちんと、決めら
れた日までに納めるようお願
いします。

保険料は
決められた日までに



や　　　ま　　　ぐ　　　ち（2）　令和８年３月１日 第３３０号

16出張所51人が参加

　【
小
野
田
・
北
村
隆
志

（
看
板
・
65
）】
有
帆
小
学

校
で
昨
年
12
月
18
日
、
建

設
山
口
小
野
田
支
部
に
よ

る
「
木
と
の
ふ
れ
あ
い
体

験
教
室
」
を
前
年
に
続
い

て
開
催
。
４
年
生
15
人
、

５
年
生
24
人
の
合
計
39
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

４
年
生
と
５
年
生
を
混

ぜ
て
４
つ
の
班
を
作
り
、

交
代
で
木
組
み
・
丸
太
切

り
・
か
ん
な
削
り
・
花
台

づ
く
り
を
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

木
組
み
で
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
け
て
木
槌
を
振
る

い
、
柱
を
立
て
て
梁
を
の

せ
て
形
に
し
て
い
き
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
２
人
で

息
を
合
わ
せ
て
木
槌
で
梁

を
た
た
く
の
は
難
し
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　

丸
太
切
り
で
は
ノ
コ
ギ

リ
を
初
め
て
使
う
子
が
ほ

と
ん
ど
な
の
で
、
力
の
掛

け
方
が
難
し
か
っ
た
こ
と

と
体
力
が
い
る
の
で
、
最

後
は
疲
れ
て
し
ま
う
児
童

も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
杉

の
丸
太
を
切
っ
た
の
で
す

が
、
丸
太
の
皮
を
剥
ぐ
の

が
児
童
た
ち
の
流
行
り
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

か
ん
な
削
り
は
、
か
ん

な
に
か
け
る
力
が
足
ら
ず

に
木
に
か
ん
な
が
引
っ
掛

か
る
よ
う
で
、
難
し
か
っ

い
っ
ぱ
い
の
体
験
に
な
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
花
台
づ
く
り
。

ベ
ー
ス
の
板
に
脚
４
個
を

木
工
ボ
ン
ド
と
釘
で
止
め

る
も
の
で
す
が
、
児
童
た

ち
は
金
づ
ち
で
釘
を
打
つ

作
業
が
難
し
か
っ
た
よ
う

で
、
た
た
く
力
が
足
ら
ず

に
釘
が
な
か
な
か
入
っ
て

い
か
ず
に
苦
労
し
て
い
ま

し
た
。

　

後
日
、
学
校
か
ら
御
礼

状
と
児
童
か
ら
の
感
想
や

御
礼
が
届
き
ま
し
た
。

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
か
ら
２
日
間

開
催
と
な
っ
た
こ
と
に

　

昨
年
10
月
28
～
29
日

に
全
建
総
連
第
65
回
定

期
大
会
が
佐
賀
県
で
開

よ
っ
て
、
会
場
で
行
わ

れ
る
功
労
者
表
彰
は
代

表
者
の
み
と
な
り
、
他

の
功
労
者
に
は
感
謝
状

が
各
県
連
・
組
合
に
送

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
山

口
支
部
の
為
栗
正
美
さ

ん
が
受
賞
さ
れ
、
昨
年

12
月
に
行
わ
れ
た
執
行

委
員
会
に
お
い
て
荒
木

委
員
長
か
ら
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

た
よ
う
で
す
。
指
導
の
役

員
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
、

薄
く
長
い
か
ん
な
く
ず
が

出
来
る
と
、
そ
れ
が
嬉
し

く
て
か
ん
な
く
ず
を
持
ち

帰
る
子
も
い
て
、
笑
顔
が

学校から送られてきた感想や御礼

　

１
月
23
日
、「
建
設
山

口
本
部
会
館
」
を
会
場
に

51
人
の
参
加
の
も
と
中
建

資
料
に
基
づ
き
中
建
国
保

を
め
ぐ
る
情
勢
の
報
告
。

　

続
い
て
、
令
和
６
年
６

　

税
金
対
策
部
で
は
、
昨

年
11
月
30
日
に
決
算
書
等

学
習
会
を
下
関
会
場
で
開

催
。
こ
の
学
習
会
で
は
、

記
帳
の
基
礎
知
識
か
ら
決

算
書
（
内
訳
書
）
の
作
成

ま
で
を
学
び
、
そ
れ
を
基

に
、
確
定
申
告
書
の
書
き

方
を
中
心
と
し
た
確
定
申

告
学
習
会
を
本
部
顧
問
税

理
士
の
正
木
税
理
士
を
講

師
に
迎
え
、
１
月
18
日
に

下
関
会
場
で
44
人
参
加
の

も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
令
和
７
年
度
税

制
改
正
に
よ
り
、
所
得
税

の
「
基
礎
控
除
」
や
「
給

与
所
得
控
除
」
の
見
直
し
、

「
特
定
親
族
特
別
控
除
」

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
説
明
。な
か
で
も「
基

礎
控
除
」
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
の
定
額
と
異
な
り
、

納
税
者
の
合
計
所
得
に
応

じ
て
控
除
額
が
変
動
す
る

た
め
注
意
が
必
要
と
強
調

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

申
告
書
の
書
き
方
に
つ

い
て
は
、
全
建
総
連
の
機

関
紙
税
金
対
策
特
集
号
の

例
題
に
沿
っ
て
、
所
得
金

額
か
ら
所
得
控
除
等
を
差

し
引
い
て
税
額
ま
で
を
計

算
し
、
申
告
書
へ
の
記
入

ま
で
を
学
習
し
ま
し
た
。

注
意
が
必
要
な
点
に
つ
い

て
は
、
具
体
例
を
交
え
な

が
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

消
費
税
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
数
字
を
も
と
に

計
算
式
の
説
明
を
行
い
、

税
額
の
計
算
を
行
い
ま
し

た
。

　

質
疑
応
答
で
は
個
別
質

問
の
時
間
を
設
け
、
組
合

員
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
対

し
て
、
専
門
家
で
あ
る
税

理
士
の
助
言
を
交
え
な
が

ら
丁
寧
な
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
度
は
、
税
理
士
を

講
師
迎
え
て
の
初
め
て
の

学
習
会
で
し
た
が
、
専
門

家
と
し
て
の
助
言
や
具
体

例
も
あ
り
、
参
加
者
は
熱

心
に
説
明
に
聞
き
入
り
、

好
評
の
う
ち
に
学
習
会
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

月
５
日
に
成
立
し
た
改
正

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
」
は
子
ど

も
や
子
育
て
世
帯
を
、
高

齢
者
や
企
業
を
含
む
全
世

代
・
全
経
済
主
体
が
支
え

る
新
し
い
仕
組
み
で
、
令

和
８
年
度
か
ら
医
療
保
険

者
が
被
保
険
者
か
ら
徴
収

し
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

及
び
介
護
納
付
金
と
同
様

に
国
へ
納
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

中
建
国
保
本
部　

横
田

総
務
課
経
理
係
か
ら
は
、

国
保
山
口
県

支
部
出
張
所

職
員
会
議
を

開
催
し
ま
し

た
。

　

荒
木
支
部

長
の
あ
い
さ

つ
で
始
ま
り
、

中
建
国
保
を

取
り
巻
く
現

状
に
つ
い
て

中
建
国
保
本

部　

右
田
事

務
局
長
か
ら
、

今
年
度
に
行
わ
れ
た
課
税

標
準
額
調
査
に
つ
い
て
の

説
明
と
年
度
末
に
確
定
す

る
調
査
結
果
が
令
和
９
年

度
の
国
庫
補
助
金
に
反
映

さ
れ
る
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
建
設
山
口
で

の
健
診
の
取
組
や
国
保
予

算
要
求
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

の
取
組
に
つ
い
て
全
体
で

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
職
員
か
ら
質

問
や
意
見
も
出
さ
れ
、
各

出
張
所
の
情
報
共
有
の
場

に
も
な
り
、
有
意
義
な
会

議
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
11
日
、
全
建

総
連
中
国
地
方
協
議
会
の

代
表
11
人
が
広
島
国
税
局

交
渉
を
行
い
、
建
設
山
口

か
ら
は
荒
木
委
員
長
、
戸

成
税
対
部
長
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
中
に
広

島
建
労
に
て
事
前
打
ち
合

わ
せ
で
各
県
連
・
組
合
の

報
告
を
行
い
、
国
税
局
交

渉
の
質
問
・
意
見
等
の
内

容
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
広
島
国
税

局
に
て
交
渉
を
開
始
。

　
「
質
問
検
査
権
に
基
づ

い
て
調
査
を
行
う
場
合
の

留
意
点
」「
改
正
電
子
帳

簿
保
全
法
の
施
行
に
よ
る

小
規
模
事
業
者
へ
の
特
段

の
配
慮
」「
納
税
の
猶
予

や
換
価
の
猶
予
等
の
周
知

を
図
る
と
と
も
に
納
税
者

の
状
況
に
配
慮
し
た
柔
軟

な
対
応
」
な
ど
合
計
で
11

項
目
の
税
務
行
政
に
関
す

る
要
請
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
当
日
の
要
請
と

し
て
広
島
建
労
か
ら
は

「
納
税
者
支
援
調
整
官
に

つ
い
て
」、
建
労
岡
山
か

ら
は
「
収
受
日
付
印
の
廃

止
撤
回
に
つ
い
て
」
の
要

請
が
あ
り
、
建
設
山
口
か

ら
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
２
割
特
例
・
８
割
控
除

の
延
長
に
つ
い
て
」
強
く

要
請
し
ま
し
た
。

法人設立の前に
組合へご連絡を

　

中
建
国
保
加
入
者
の

方
で
、
個
人
事
業
所
か

ら
新
た
に
法
人
事
業
所

を
設
立
さ
れ
た
際
は
、

今
ま
で
加
入
さ
れ
て
い

た
国
民
年
金
か
ら
厚
生

年
金
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
期
間
は
法
人

設
立
日
か
ら
原
則
14
日

以
内
と
な
り
ま
す
。
短

い
期
間
で
す
の
で
、
御

注
意
く
だ
さ
い
。

　

14
日
を
超
え
る
と
中

建
国
保
の
資
格
を
失
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

法
人
設
立
の
予
定
が
あ

る
方
は
事
前
に
各
支
部

へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
人
事
業
所
で

従
業
員
を
新
た
に
雇
う

場
合
も
雇
用
日
か
ら
原

則
14
日
以
内
に
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
元
請
や
ゼ
ネ

コ
ン
か
ら
の
誤
っ
た
情

報
で
、
半
ば
強
制
的
に

法
人
化
や
協
会
け
ん
ぽ

へ
移
行
さ
れ
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

中
建
国
保
加
入
は
、「
適

切
な
社
会
保
険
に
加
入

し
て
い
る
者
」
と
な
り

ま
す
。
元
請
な
ど
か
ら

強
要
さ
れ
た
場
合
に
は
、

本
部
も
し
く
は
、
お
入

り
の
支
部
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

本部顧問正木税理士（中央）

笑
顔
いっ
ぱ
い
の
体
験
教
室

笑
顔
いっ
ぱ
い
の
体
験
教
室

小野田
有帆小学校

児
童
か
ら
の
御
礼
が
届
く

確
定
申
告

学

習

会

税
理
士
を
講
師
に
開
催

税
理
士
を
講
師
に
開
催広島

国税局

11
項
目
の
要
請
書
を
提
出

法改正・情勢を確認法改正・情勢を確認
各出張所の情報を共有各出張所の情報を共有

中
建
国
保

中
建
国
保

全建総連・65回定期大会
功労者表彰を受賞
為栗　正美さん
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かわいさにほんわかします

愛愛  

猫猫

宇
部
支
部

松
本
　
三
保
子 

さ
ん

今
年
も
健
康
で
安
全
に

宇
部　

落
合　

豊

（
大　

工
）

　

長
女
が
成
人
式
を
迎
え

ま
し
た
。
ホ
ッ
と
し
た
の

で
し
ょ
う
か
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
家
族
全
滅
・
・
。

　

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

の
よ
う
な
１
年
の
幕
開
け

で
す
。
今
年
も
健
康
で
安

全
に
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

の
ん
び
り
し
た
正
月

徳
山　

中
村　

洋
明

（
大　

工
）

　

去
年
、
下
の
子
が
就
職

し
て
今
年
は
静
か
な
正
月

で
、
の
ん
び
り
し
て
い
ま

し
た
。
数
年
は
、
今
年
の

よ
う
な
の
ん
び
り
し
た
正

月
を
過
ご
し
そ
う
で
す
。

ウ
マ
く
い
く
年
に

吉
南　

松
尾　

英
和

（
左　

官
）

　

今
年
の
干
支
は
馬
な
の

で
、
１
年
間
物
事
が
ウ
マ

く
い
く
よ
う
な
年
に
し
た

い
で
す
。

ス
リ
ム
な
お
腹
目
指
し
て

岩
国　

伊
藤　

和
樹

（
造　

園
）

　

こ
の
年
齢
に
な
っ
て
、

少
し
ず
つ
前
に
出
て
き
て

い
る
お
腹
。
仕
事
で
し
ゃ

が
む
と
き
に
も
少
し
邪
魔

に
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
は
健
康
に
注
意
し

て
、
ス
リ
ム
な
お
腹
を
目

指
し
て
仕
事
も
趣
味
の
登

山
も
楽
し
ん
で
満
喫
で
き

る
よ
う
に
気
持
ち
も
体
も

引
き
締
め
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
る
年
の
初
め
で
す
。

４
歳
の
娘
も
参
加

萩　

白
神　

静
香

（
主　

婦
）

　

毎
年
お
せ
ち
を
手
作
り

し
て
い
て
、
今
年
か
ら
４

歳
の
娘
も
参
加
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
サ
ン
タ

さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
子
供
用
包
丁
で
か
ま
ぼ

こ
や
伊
達
巻
を
切
っ
て
も

ら
い
、
重
箱
に
詰
め
て
く

れ
ま
し
た
。

最
強
に
良
い
年

宇
部　

竹
村　

栄
子

（
主　

婦
）

　

今
年
の
誕
生
日
で
還
暦

に
な
り
ま
し
た
。

　

60
年
に
一
度
の
丙
午

生
ま
れ
で
す
が
、
勢
い
が

あ
り
最
強
に
良
い
年
ら
し

い
の
で
と
て
も
楽
し
み
で

す
。

幸
せ
な
時
間
で
す

熊
毛
南　

野
坂　

範
和

（
電　

工
）

　

我
が
家
は
う
さ
ぎ
を

飼
っ
て
い
る
。
仕
事
が
終

わ
り
ホ
ッ
と
一
息
、
う
さ

ぎ
が
膝
の
上
に
乗
っ
て
き

て
顔
を
ペ
ロ
ペ
ロ
。

　

幸
せ
な
時
間
で
す
。

　【
徳
山
・
宮
原
龍
一
（
設

計
・
73
）】「
何
よ
り
声
掛

け
！
」
当
支
部
で
は
集
団

健
診
の
立
会
を
数
年
続
け

ま
し
た
。
立
会
で
何
を
す

る
か
と
言
え
ば
、
来
場
案

内
、
混
雑
緩
和
、
椅
子
準
備
、

血
液
検
査
が
痛
か
っ
た
と

か
愚
痴
が
あ
れ
ば
聞
く
。

時
間
が
来
て
本
人
不
在
だ

と
「
忘
れ
て
な
い
？
」
と

電
話
す
る
。こ
の
程
度
で
す
。

　

唯
、
現
在
当
支
部
で
は

経
費
削
減
の
た
め
、
立
会

え
ま
せ
ん
。
で
す
が
立
会

の
意
味
は
別
に
あ
り
ま
す
。

　

建
設
山
口
で
は
、
全
建

総
連
の
組
織
拡
大
月
間
に

合
わ
せ
て
、
３
月
か
ら
６

月
を
「
春
の
拡
大
月
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
末
現
在
、
建
設
山

口
の
組
合
員
数
は
表
の
と

お
り
１
万
1
７
２
３
人
と

な
り
ま
し
た
。
４
月
か
ら

の
増
減
を
み
る
と
加
入
者

７
５
７
人
、
脱
退
者
が

９
２
７
人
で
１
７
０
人
の

減
少
と
、
厳
し
い
現
状
が

続
い
て
い
ま
す
。

組
織
拡
大
に
ご
協
力
を

組
織
拡
大
に
ご
協
力
を

宇部支部青年部長
竹弘彰孝さん（鉄工・33）

青 

の 

時と

 

間き

 

⑻

　

今
回
は
宇
部
市
に
あ

る
、
自
分
が
好
き
な

ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
「
石

田
一
龍
」
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

大
将
の
斎
藤
さ
ん
と

繋
が
り
を
も
た
せ
て
い

た
だ
き
、
お
店
の
こ
だ

わ
り
や
モ
ッ
ト
ー
を
聞

い
た
と
こ
ろ
「
自
分
が

１
番
大
事
に
し
て
い
る

こ
と
は
、
ラ
ー
メ
ン
は

職
人
の
魂
。
命
を
か
け

て
お
客
様
の
こ
と
を
考

え
ス
ー
プ
の
仕
込
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
あ
と

は
接
客
に
も
力
を
入
れ

て
い
て
、
目
配
り
・
気

配
り
・
心
配
り
が
で
き

て
初
め
て
石
田
一
龍
の

ラ
ー
メ
ン
を
提
供
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
大
将
は
ボ

ク
シ
ン
グ
を
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
、
お
店
の
待

合
室
に
サ
ン
ド
バ
ッ
グ

が
置
い
て
あ
り
ま
す
。

店
員
さ
ん
も
元
気
が
よ

く
て
雰
囲
気
が
と
て
も

良
い
で
す
。

　

こ
こ
で
、
自
分
が
い

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
た
運
動
に
お
い
て
、

「
数
は
力
」
と
な
り
、
大

き
く
前
進
し
ま
す
。
運
動

が
前
進
す
る
こ
と
は
、
組

合
員
さ
ん
の
生
活
を
守
る

こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
ま

わ
り
に
未
加
入
者
は
お
ら

れ
ま
せ
ん
か
。
現
場
先
な

ど
で
未
加
入
の
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、
積
極
的
な

声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

組
合
の
メ
リ
ッ
ト
（
中

建
国
保
・
労
災
保
険
・
資

格
取
得
支
援
・
税
金
学
習
・

各
種
共
済
制
度
等
）
を
伝

え
、
一
人
で
も
多
く
の
仲

間
を
組
合
に
迎
え
入
れ
ま

し
ょ
う
。

　

４
年
ぶ
り
の
年
間
増
勢

に
向
け
て
、
１
人
１
人
が

組
合
員
で
あ
る
と
い
う
自

覚
を
持
ち
、
大
き
な
組
織

に
し
て
い
く
た
め
共
に
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　

組
合
員
及
び
家
族
の
皆

さ
ん
の
組
織
拡
大
に
向
け

た
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

つ
も
食
べ
る
メ
ニ
ュ
ー

を
ご
紹
介
。
１
つ
目
は

濃
厚
ラ
ー
メ
ン
。
豚
骨

ス
ー
プ
で
旨
味
・
コ
ク
・

香
り
、
す
べ
て
を
楽
し

め
る
ラ
ー
メ
ン
で
す
。

　

２
つ
目
は
炒
飯
で
す
。

人
気
グ
ル
メ
サ
イ
ト
で

「
山
口
県
炒
飯
の
名
店

10
選
」
に
選
ば
れ
た
人

気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
と

て
も
美
味
し
い
の
で
、

ぜ
ひ
石
田
一
龍
さ
ん
に

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

宮原さん

春
の
拡
大
月
間
実
施
中

支　部 令和８年１月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿東 58 1
岩国 1,743 -15
宇部 1,593 -10
小野田 482 -16
吉南 1,021 -9
下松 1,564 15
熊毛南 205 -15
下関 972 -19
徳山 650 -39
豊浦 203 2
長門 163 2
萩 164 -6
光 221 4
防府 914 -21
美祢 142 -19
山口 1,205 -13
柳井 423 -12

計 11,723人 -170

健
診
会
場
で
年
に
一
度
の

組
合
員
さ
ん
と
の
顔
合
わ

せ
で
す
。

　

昨
年
は
顔
見
た
の
に
今

年
は
見
て
な
い
な
ー
の
人

が
い
ま
す
。
逆
説
的
に
は

毎
年
健
診
に
来
る
人
ほ
ぼ

同
じ
人
な
ん
で
す
。

　

と
す
れ
ば
、
健
診
出
来

て
い
な
い
人
へ
告
知
の
手

立
て
は
、
常
連
さ
ん
が
、

家
族
、
友
人
等
へ
の
声
掛

け
で
す
。
こ
れ
で
必
ず
増

え
ま
す
。

　

常
連
さ
ん
に
よ
る
他
の

人
へ
「
健
診
ど
お
？
」
の

声
掛
実
践
を
運
動
し
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
熱
い
社
保
対
活

動
者
会
議
。
各
支
部
色
々

考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
何

れ
も
な
る
ほ
ど
で
す
。
何

時
か
結
実
す
る
と
期
待
し
、

当
支
部
も
負
け
な
い
様
熱

く
進
め
ま
す
。

▼
国
民
年
金
基
金
は
、

自
営
業
の
方
（
第
１
号

被
保
険
者
）
が
安
心
し

て
老
後
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
国
民
年
金
に
上

乗
せ
部
分
を
プ
ラ
ス
す

る
厚
生
労
働
大
臣
の
認

可
を
受
け
た
公
的
な
年

金
制
度
で
す
。

▼
５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①�

終
身
年
金
が
基
本

（
65
歳
か
ら
生
涯
受

け
取
る
終
身
年
金
が

基
本
）

②�

年
金
額
が
確
定
、
掛

金
額
も
一
定

③�

税
制
上
の
優
遇
（
掛

金
は
全
額
社
会
保
険

料
控
除
）

④�

万
が
一
の
と
き
は
家

族
に
一
時
金
（
掛
金

が
掛
け
捨
て
に
な
り

ま
せ
ん
）

⑤
自
由
な
プ
ラ
ン
設
計

▼
組
合
で
は
加
入
手
続

き
等
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

全
国
国
民
年
金
基
金

（
全
国
基
金
）
に
紹
介

し
、
全
国
基
金
職
員
が

制
度
紹
介
や
加
入
手
続

き
等
を
行
い
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
お
入

り
の
支
部
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
御
存
知
の

よ
う
に
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の

方
は
厚
生
年

金
等
の
上
乗

せ
部
分
の
年

金
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、

自
営
業
の
方

は
国
民
年
金

（
老
齢
基
礎

年
金
）
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

国民年金基金に加入しましょう

　
“
ふ
く
”
が
家
族
に

な
っ
て
３
年
に
な
り
ま

す
が
、
私
以
外
に
は
人

見
知
り
す
る
シ
ャ
イ
猫

で
す
。

　

夫
と
は
良
い
の
か
悪

い
の
か
空
気
の
よ
う
な

間
柄
。
で
も
、
そ
ん
な

関
係
が
変
わ
る
瞬
間
が

あ
り
ま
す
。

　

夕
飯
後
の
く
つ
ろ
ぐ

時
間
に
な
る
と
、
夫
に

近
づ
き
見
つ
め
て
鳴
き

出
す
の
で
す
。
夫
が
立

つ
と
サ
ッ
と
定
位
置
の

座
布
団
の
上
へ
。
大
好

き
な
ブ
ラ
シ
の
時
間
で

す
。
私
で
は
ダ
メ
で
夫

御
指
名
で
す
。

　

普
段
は
関
わ
ら
な
い

２
人
の
や
り
と
り
と
、

こ
の
時
だ
け
の
夫
へ
の

猛
烈
ア
ピ
ー
ル
の
か
わ

い
さ
に
ほ
ん
わ
か
し
ま

す
。

　

笑
顔
を
た
く
さ
ん
く

れ
る
自
慢
の
愛
猫
で
す
。

ふくちゃん徳山
支部

健
診
率
向
上
を
目
指
し
て

健
診
率
向
上
を
目
指
し
て
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参加する意義

「
五
輪
で
重
要
な
の
は

勝
つ
こ
と
で
は
な
く

参
加
す
る
こ
と
で
あ
る
」

と
は

い
う
も
の
の

観
客
は

感
動
の
ド
ラ
マ
に

熱
い
声
援

ス
ポ
ン
サ
ー
の

「
下
心
」と

メ
デ
ィ
ア
の

「
思
惑
」

純
粋
に

楽
し
め
な
い

も
の
が
あ
る

五
輪
に

W
B
C

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

ま
さ
に

ス
ポ
ー
ツ
祭
典

イ
ヤ
ー
だ
ね

ア
ス
リ
ー
ト
は

栄
光
を

め
ざ
し

メ
ダ
ル

•

　•

•

　•

•

　•

リレーエッセイ 186

徳山　吉安　美穂
（主婦の会）

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
や
る
こ
と
が
な
く
て
暇

な
こ
と
。

④
未
来
←
→
〇
〇
。

⑰
優
秀
だ
が
貧
し
い
学
生

に
与
え
ら
れ
る
金
銭
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
複
数
←
→
〇
〇
〇
〇
。

②
同
じ
こ
と
を
何
度
も
す

る
こ
と
。

③
晩
春
か
ら
夏
に
か
け
て

雨
や
曇
り
の
日
が
多
く

続
く
、
季
節
の
変
わ
り

目
に
現
れ
る
気
象
現
象
。

④
堀
や
垣
根
な
ど
周
囲
に

置
く
も
の
の
こ
と
。

⑤
電
車
や
バ
ス
、
飛
行
機

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑦
歌
を
歌
う
と
き
の
声
。

⑪
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
で
○

○
○
金
を
確
保
。

⑬
「
隈
取
り
」「
見
得
」

な
ど
が
特
徴
の
日
本
の

伝
統
的
な
演
劇
。

⑭
テ
ー
ブ
ル
や
机
を
支
え

て
い
る
部
分
の
こ
と
。

⑮
傷
が
で
き
る
こ
と
。
転

ん
で
腕
に
〇
〇
を
す
る
。

◆
◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
４
月
10
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る
だ

け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◇
329
号
解
答
◇

　

キ
ン
ガ
シ
ン
ネ
ン

〈
当
選
者
﹀【
岩
国
】
安
田

利
浩
【
宇
部
】
杉
山
篤
志

【
吉
南
】
河
口
陽
子
・
杉

山
剣
太
郎
・
中
谷
俊
之
・

平
田
綾
子
・
山
野
井
和
夫

【
下
松
】
三
浦
清
隆
【
防

府
】
米
本
洋
二
【
柳
井
】

江
東
育
士

�

（
応
募
総
数
44
）

雄
大
な
自
然
を
満
喫

D

C

B

A

E

1

8

14

17

11

3

15

7

9

12

4

13

16

52

6

10

石灰華の滝（秋芳洞）

大松茸（秋芳洞）

　【
美
祢
・
杉
山
浩
二（
大

工
・
53
）】
今
回
ご
紹
介

す
る
の
は
、
美
祢
を
代

表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
秋

芳
洞
、
秋
吉
台
で
す
。

　

行
か
れ
た
こ
と
の
あ
る

皆
様
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
洞
内
は
夏

涼
し
く
、
冬
暖
か
い
環

境
に
な
っ
て
お
り
年
間
を

通
じ
て
観
光
を
楽
し
め

ま
す
。

　

ま
た
洞
内
で
は
、
プ
ロ

の
ガ
イ
ド
さ
ん
と
一
緒
に

壮
大
な
地
底
の
冒
険
に

出
か
け
る
洞
窟
探
検
ツ

ア
ー
、
年
末
年
始
に
は
、

洞
内
が
七
色
に
カ
ラ
ー
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
光
響

Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｙ
、
洞
内

入
り
口
ま
で
の
商
店
街
で

は
、
ラ
ン
タ
ン
ナ
イ
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

秋
吉
台
上
で
も
、
山

焼
き
や
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

ニ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

５
月
に
開
催
さ
れ
る
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
は
エ

ク
ス
ト
リ
ー
ム
コ
ー
ス
（
約

絆
と
デ
ジ
タ
ル
で
叶
え
た

卒
業
旅
行

　昨年の12月、娘の小学
校卒業を控え仲良し母娘４
家族、総勢８名で東京ディズ
ニーランドへ行ってきました。
　３月は皆、仕事が非常に忙しく
なる時期。それなら今のうちにと少し
早めのお祝いです。
　数か月前から集まっては「制服風
コーディネート」を相談したり、飛行
機のＱＲチケットを手配したり。今の
旅行はスマホが必須ですが不慣れな操
作も皆で教えあえば、その過程すら文
化祭のような楽しさでした。
　当日は私ともう１人のママが早朝か
ら入園列に並ぶ係、他のママ友は子ど
もたちに朝食を食べさせて連れてくる
係、と見事な連携プレーを披露。スマ

ホを駆使した予約も協力と
いう名の「魔法」で次々とク

リアし、娘たちのはじける笑顔
を見ることができました。

　こうした女性たちの結束力や知恵
の分担は、私が副会長を務めさせてい
ただいている主婦の会の重要性にも通
じるものだと感じます。１人では大変
なことも、仲間がいれば心強い。そん
なコミュニティの有難さを改めて実感
した旅でした。
　とはいえ、夢の国から帰った私を
待っていたのは山のような洗濯物とい
う現実です。余韻に浸る間もなく、テ
キパキと家事を回すタフさ。これこそ
が主婦の証なのかもしれません。

50
㎞
）
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
（
約

30
㎞
）
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス

（
約
20
㎞
）
が
選
べ
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
吉
台
は

２
０
２
６
年
、
ユ
ネ
ス
コ

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
承
認
勧

告
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
さ
れ
る
と
国
内
で

11
番
目
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。

　

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
で

は
、
日
本
最
大
級
の
カ
ル

ス
ト
台
地
で
雄
大
な
自

然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

体
験
し
た
い
方
は
是
非
ご

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

⑥
一
時
的
に
急
に
世
間
に

ひ
ろ
が
る
こ
と
。
は
や

る
こ
と
。

⑧
夏
に
食
べ
る
大
き
な
果

物
。

⑨
腰
か
ら
足
先
ま
で
を

ぴ
っ
た
り
と
覆
う
衣
類
。

⑩
イ
ギ
リ
ス
人
や
ア
メ
リ

カ
人
が
話
す
言
語
。

⑪
夜
空
に
〇
〇
が
輝
い
て

い
る
。

⑫
画
家
の
こ
と
。

⑭
「
味
が
良
い
」
こ
と
に

由
来
し
、
刺
身
、
塩
焼

き
、
フ
ラ
イ
な
ど
日
本

人
に
と
っ
て
馴
染
み
深

い
魚
。

⑯「
部
下
」は
何
と
読
む
？

吉安さん

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それ
ぞれに「愛○」の○には色々なことが考え
られると思います。組合員の皆さん、「愛○」
の○を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写
真を建設山口教宣部まで送付してください。
投稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿
も募集します。ご自分のお気に入りの場所
で、皆さんにもおすすめの場所についてお
書きください。こちらの記事にも写真を添
えて、建設山口教宣部までお送りください。
掲載者にはクオカードをお送りいたします。
　よろしくお願いします。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中

秋芳洞
秋吉台


